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遠隔トレーニングにおける表情の重要性：
自重トレーニングワークショップの質的分析による

課題抽出とトレーナー支援の提案

西村拓海1,a) 松村耕平2,b) 野間春生2

概要：多忙な生活スタイルや社会的リスクの高まりを受けて自宅で効果的に運動を行うこと要求が高まっ
ている．スマートフォンなどの情報通信端末を用いることで，自宅にいても遠隔トレーニングなどを受講

することができる環境が整いつつあるが，それらを用いてどのように遠隔トレーニングを実施すべきであ

るのか，また情報技術は遠隔トレーニング実施をどのように支援できるのかといった課題は明確になって

いない．本研究では遠隔トレーニングにおける課題を調査する為に「自重トレーニングワークショプ」を

実施し，得られた質的データに対して主題分析を行った．調査結果としてトレーニング中におけるトレー

ニーの表情は，「トレーニングの安全性」「信頼関係」の観点から遠隔トレーニング環境において重要であ

ることを示した．

1. はじめに

WHOの調査では，日本人の 3人に 1人が運動不足であ

り，それにより多くの人々が，がんや認知症などのリスク

が高まることで社会問題に発展すると考えられているが，

調査によると定期的な運動を実施しない人は約 50％以上

存在する．定期的な運動を実施しない要因として「時間が

ない」「場所や施設がない」などの環境的要因が多くを占め

ている [1]．

そのため Nike Training Clubや adidas Trainingなどの

スマートフォン上でエクササイズを支援するようなフィッ

トネスアプリケーションが注目されている [2]．フィット

ネスアプリではユーザの目的別にトレーニングメニューを

提案する機能に加えて，プロトレーナーによるデモンスト

レーションビデオやユーザの実施記録をスマートフォン上

あるいはクラウド上に記録，共有する機能がある．これら

のアプリは自宅でのトレーニングを支援することを目的と

している．

しかしフィットネスアプリは理想的な姿勢を一方的に提

示するだけで，アプリを利用している人の姿勢や筋力など
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の個人情報を考慮した指導が不可能である．そのため現状

のフットネスアプリでは，運動知識が乏しいユーザに正し

いトレーニングを実施させるのは難しく，その結果，怪我

や効果の無いトレーニングを実施させてしまう可能性が

ある．

自宅でのトレー二ングに関する異なるアプローチとして

遠隔トレーニングが存在する．遠隔トレーニングはコロナ

ウイルスによる影響により，新たなトレーニング方法と

して定着しつつある．遠隔トレーニングは，遠隔地からス

ポーツトレーナーがユーザに対して，Zoomなどのビデオ

通話アプリを用いて指導することによって，個人の姿勢や

情報を考慮した指導が可能である．そのためフィットネス

アプリの課題を解決するアプローチだと考える．しかしど

のように遠隔でトレーニングを実施すべきであるのか，ま

た情報技術は遠隔トレーニング実施をどのように支援でき

るのかといった課題は明確になっていない．

本研究では，自宅での効果的なトレーニング実現の第一

段階として，遠隔トレーニングにおけるスポーツトレー

ナーの課題を調査する．遠隔トレーニングにおいてトレー

ナーが求めている情報，要素を抽出することによって，技

術的な支援方法を考察する．そこで遠隔トレーニングに関

する「自重トレーニングワークショップ」を実施した．こ

れらのワークショップから本研究で取り組むべき課題を定

義する為に，インタビュー・主題分析を行い，分析結果に

基づいてプロトタイプの設計とその考察を行なった．
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2. 関連研究

トレーニングを技術的に支援する研究は，あらゆる視点

からアプローチされてきた．またそれら技術を健康活動と

どのように結びつけるべきなのかという調査研究が行われ

てきた．

2.1 骨格推定デバイスを用いた手法

王らは，スマートフォンを用いたトレーニング時の姿勢

支援システムを提案した [3]．彼らのシステムでは，Open

Poseを用いてユーザの姿勢を計測し，そのデータを元に姿

勢の識別を行い，理想的な姿勢角度と計測したデータの数

値を比較し音声フィードバックを提供した．実験後のアン

ケートでは提案システムの音声フィードバックが有効であ

ることが示された一方で，自分の姿勢と正しい姿勢の差が

分かりにくく，姿勢の改善に繋げる為には課題が残ること

が明らかになった．

小島らは，高齢化にともなう女性の虚弱予防エクササイ

ズにおける，正しい姿勢の習得とトレーニングの習慣化を

支援するVRエクササイズシステムを開発した [4]．彼らの

システムでは，ユーザの姿勢を計測するためにMicrosoft

Kinect V2を用いて骨格座標 (座標，各節点間のベクトル)

を取得し，ユーザの 3Dモデルを画面中に描写した．改善

情報を与えるために，すでに記録された理想的な各節点間

のベクトルとユーザの各節点間のベクトルの内積を計算

し，一致度を求めた．一致度の数値から 3Dモデルの色を

変更し，視覚的フィードバックを行った.

2.2 圧力センサを用いた手法

Donらは，正しい体位を維持しながらスクワットやデッ

ドリフトの実行を支援するために足の圧力の中心 (Cen-

ter of Pressure:CoP)に関するフィードバックを提供する

GymSolesを提案した [5]．靴底インソールに搭載されてい

る，16個の圧力計測センサを用いて CoPを求めた．また

求めた CoPから効果的なフィードバックを提供するため，

振動触覚フィードバックと視覚フィードバックとフィード

バックなしの 3種類の状況化において比較実験を行なった．

Hanらは，Kinectによるユーザの骨格の動きと，足底の

圧力センサ付きシューズを用いて，姿勢と体重移動の 2つ

の観点からフィードバックを行う太極拳の身体トレーニン

グシステムを提案した [6]．すでにデータベースに記録さ

れている理想的な太極拳データと比較を行い，類似度を求

め，動作のスコア化，フィードバックを行なった．センサ

を用いた既存研究では，靴底にセンサを用いることで，場

所や機材の制約なしでユーザをトレーニングを評価するこ

とを可能にした．

2.3 技術と健康の在り方に関する調査研究

Ahedらは，iOSアプリストアのトップ 10のインストラ

クションフィットネスアプリに関するユーザのオンライン

レビューを分析し，インストラクションフィットネスアプ

リのデザインガイドラインを作成，評価した [7]．分析結果

から「アプリの内容」「アプリのユーティリティ」「フィッ

トネスアプリとの対話における心理的および体験的側面」

の 3つの要素が抽出された．また各主題からどのような意

見が得られたのかをまとめ，議論を行った．

Heleenらは，テクノロジーの役割と要件に関するヘルス

コーチの視点を理解することを目的とし，以下の 3つの調

査実験を行なった [8]．(1)ヘルスコーチングの幅広い理解

を目的とした半構造化インタビュー (2)「テクノロジーの

潜在的役割」および「テクノロジーに対する認識，または

態度」を調査するフォーカスグループインタビュー，(3)自

己追跡健康データを用いてクライアントと対話を行うワー

クショップを行った．技術の発展により，健康 × ITの取

り組みが行われているが，様々な観点からコーチ (トレー

ナー)の存在は必要不可欠であることを示した．

2.4 本研究の位置付け

2.1節，2.2節にてトレーニング支援に関する研究を紹介

した．スポーツやフットネスの既存研究では，スポーツト

レーナーの指導・評価の役割を技術的アプローチによって，

自動化する研究が行われている．しかし 2.3節のテクノロ

ジーと健康の在り方についての調査研究では，自動生成さ

れたフィードバックは懐疑的であり，トレーナーを介さな

いフィードバックは効果的ではないことが述べられてい

る．本研究では，トレーナーを介した遠隔トレーニングア

プローチを選択する．トレーナーが遠隔地からトレーニー

を指導することにより，トレーニーの姿勢・体格などの個

人を考慮した指導や評価をすることが可能になり，フィッ

トネスアプリの課題を解決すると考える．しかし遠隔で実

施することにより，環境的課題が想定される．例えば遠隔

地から限られた条件で指導する際に起こる指導の生成や伝

達の弊害などが考えられる．これら遠隔トレーニングにお

ける課題をワークショップを通して明らかにする．その上

で，それらの課題を解決するような遠隔トレーニング指導

支援システムの設計を行う．

3. 調査実験

本研究では，スポーツトレーナーに対して対面指導と遠

隔指導の 2種類の指導をトレーナーに比較してもらうワー

クショップを実施することで，遠隔トレーニングにおける

課題・支援方法を考察する．

3.1 参加者とワークショプ環境

参加者としてスポーツトレーナー (33歳,トレーナー歴 11
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年,男性:1名)と大学生・大学院生 (男性:3名,女性:1名)(以

下,トレーニー)を集めた．詳しいトレーニーの情報を表 1

に示す．これらのトレーニーはワークショップ中に，対面

指導と遠隔指導での 2種類の指導を受けてもらう．ここで

の対面指導とは，トレーナーとトレーニーが同一環境でエ

クササイズに対して指導することを表す (図 1)．遠隔指導

とは，トレーニーを 4つのカメラで撮影し，その映像を元

に隣室からマイクを用いて指導することを表す (図 2)．遠

隔指導の場合には，カメラスイッチャとマルチビューアー

を用いてトレーナーの好きなタイミングで 4つの映像を切

り替えることができるように設定する．

3.2 自重トレーニングワークショップ

　「自重トレーニングワークショップ」はおよそ 3時間

半で行われた．実験前日，参加者の大学生に当日行う筋肉

トレーニングについて，ある程度の知識を深めてもらうた

め，フィットネスアプリ「adidas Training」をダウンロー

ドしてもらい，3種類のトレーニング (Squats・Push-ups・

4-Count Burpees)のデモンストレーションビデオをトレー

ニーに確認させる．実験当日，各トレーニングを 5分，合

計時間 15分間のトレーニングを行い，トレーナーはトレー

ニングに対して，適宜指導を行うように設定する．順序効

果を生み出さないためにトレーニーを 2つのグループに分

け，一方のグループには対面指導，もう一方のグループに

は遠隔指導から順に実施し，両方の指導方法を体験させる．

指導以外のヒアリングなどの時間なども考え，初めての人

を指導する場合は追加で 5分の指導時間を与える．トレー

ナー，トレーニーに 2種類の指導方法を実施してもらった

後，それぞれにインタビューを行う.

3.3 インタビュー調査

トレーナー，トレーニーにはそれぞれ以下の内容につい

て．およその 1時間インタビューを実施する．トレーナー

のインタビューでは，「現状されている指導方法」「対面指

導と遠隔指導に関する意見」「遠隔指導に必要な要素」につ

いてインタビューを行う．「現状されている指導方法」で

は，トレーナーの経歴などの個人情報，普段行なっている

指導方法や流れ，日頃感じる問題点について．「遠隔指導

の弊害」では，遠隔指導で起こる弊害や当日指導してみて

思ったトレーナーの考えについて．「遠隔指導に必要な要

素」では，複数台設置したカメラの使い方やその他遠隔指

導時に必要な情報・機材について質問を行う．トレーニー

のインタビューでは，「今までの運動経験」「フィットネス

アプリの意見」「対面指導，遠隔指導の体験した感想」につ

いてインタビューを行った．「今までの運動経験」では，今

までのトレーニング経験や挫折経験について．「フィット

ネスアプリの意見」では，実験の事前に使用してもらった

フィットネスアプリについての意見について．「対面指導，

表 1 トレーニーの情報
参加者 年齢 [歳] 性別 普段の運動習慣 所属グループ

P1 23 男性 なし グループ A

P2 22 男性 なし グループ A

P3 23 女性 自宅での筋肉トレーニング グループ B

P4 20 男性 バスケットボール グループ B

!""#$% !""#$&

図 1 対面指導実験図

!""#$% !""#$&

図 2 遠隔指導実験図

遠隔指導の体験した感想」では，2種類の指導を比べた時

の指導の理解度や問題点について質問を行う．

4. 調査結果

実験後のインタビューから得られた内容に対して主題分

析を行った．主題分析は結果に偏りがない様に，著者 1名，

担当教員の 1名，同研究室の学生 2名の合計 4名で行った．

結果，“違いを見て，違いを作る”，“トレーニーのために”，

“自己中心性”，“他者との繋がり”の 4つの主題が抽出され

た．以下にそれぞれの主題内容，ハイオーダーコードの内

容，ハイオーダーコードを導く上で重要となった発言につ

いて説明する．主題分析の結果を表 2に示す．

違いを見て，違いを作る

“違いを見て，違いを作る”はトレーニングによって起

こる，身体的成長やトレーニングスキルの上達などの変化

についての意見がまとめられた主題である．

「姿勢が見たい」というハイオーダーコードでは，遠隔

指導において自分の姿勢を確認出来ないことに改善方法が
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表 2 表の例
主題 ハイオーダーコード インタビュー結果まとめ

違いを見て，違いを作る

姿勢を見たい

段階的な指導

結果や楽しさがモチベーション

トレーニング中は正しい姿勢と自身の姿勢の違いが分からない

段階的な指導

結果や楽しさがモチベーション

トレーニーのために

聴 < 視 < 触

姿勢を直したい

いい筋トレのために

筋トレと視線の関係性

身体への負担とそのケアが必要

遠隔でも指導できる

直接触れて指導をしたい

最低限，表情と姿勢を確認したい

指導には運動経験や体調などの情報が必要

細かい修正が難しい

自己中心性

いつでもどこでも

継続への意識

自分のペースが乱されるのが嫌

時間・場所の制限を受けたくない

トレーニングペースを乱されることでモチベーションが下がる

他者との繋がり

双方向のコミュニケーションへの要求

二者の信頼関係

コミュニティの構築

評価されないと不安

トレーニングにはトレーナーの評価が必要

トレーナーの反応がないと不安

信頼関係がないとアドバイスは響かない

他者との繋がりがモチベーションに繋がる

わからないという課題が得られた．「姿勢が見たい」に関

する代表的な発言を以下に示す．

『脳内イメージではある程度理解できるんですけ

ど，実際自分の体を使ってみてできているのかっ

て言うのは，鏡もなければ，実際は姿勢は全然違う

と言う場合もあると思うので，不透明な所で，あま

り信用できないないなって感じはします．(P3)』

『まあ遠隔の方が自分がどうなっているのかわか

らないので，ちゃんと治し方はわからないっての

はありましたね．(P2)』

「段階的な指導」というハイオーダーコードでは，ト

レーニングで行う段階的な指導プロセスについてまとめら

れた．指導においては段階的に行うことが必要であり，指

導によってトレーニーの姿勢に変化が生まれることで，ト

レーナーは新たな課題に対しての指導を行う．「段階的な

指導」に関する代表的な発言を以下に示す．

『まあスクワットとかなら膝からですね．まあ関

節部分ですよね，膝・腰・肩・肘，圧力がかかり過

ぎるのはすぐ壊れちゃうので，その上で大きい所

なんで，下から膝と腰ととかですかね．(T)』『無

理な場合はもう無理なんで一回練習しましょう，

何回もやりましょうって感じで次に逃すみたいな

感じで，(T)』

「結果や楽しさがモチベーション」というハイオーダー

コードでは，トレーニングによる変化や効果を得られない

ことによって，モチべーションが低下することが意見とし

て得られた．「結果や楽しさがモチベーション」に関する

代表的な発言を以下に示す．

『(フィットネスアプリ)覚えたらよくないって思

う，動画の内容を覚えてしまったらそれ以上その

アプリを使う必要性がないかなと，やる内容一覧

で書いたらいいかなとなっちゃう (P1)』『1セメス

タぐらいはジムに通っていたんですけど，友達と

一緒に，自分だけ全然伸びなくて (効果)，キリの

いいところでやめましたね，全然やる気もなかっ

たんで．(P4)』

「結果や楽しさがモチベーション」「姿勢がみたい」で

述べられていたように．トレーニーが姿勢や身体の変化を

認識できないことによって，継続意義を失ってしまうこと

がありうる．そのため「段階的な指導」などの，変化をト

レーニーに伝えることは効果向上や継続意欲のために必須

であると示唆される．

トレーニーのために

“トレーナーのために”はトレーナーがトレーニーに正

しいトレーニングをしてもらうための普段の行動や考え，

また遠隔指導によって生じる弊害やそれらに関する発言が

まとめられた主題である．

「聴 <視 <触」というハイオーダーコードでは，遠隔

指導における視点の制限に関する課題についてまとめられ

た．「聴 <視 <触」に関する代表的な発言を以下に示す．

『(P3)さんとか (P4)くんの対面でやりましたけ

ど，やっぱり対面の方がやりやすいなと思いなが

らやっていましたね．やっぱ入ってくる情報量が

全然違ったので．(T)』『大まかな，膝前で出るよ

とかスクワットとかは対面ではなくて，遠隔でも

おっしゃってくれていたんですけど，腕立ての手

の幅とかは２回目の対面指導だけだったので，１

回目じゃあんまりわからなかったのかなって言う

感じがしました．(P4)』などの意見が得られた．

「身体への負担とそのケアが必要」というハイオーダー

コードでは，トレーナーはトレーニーの身体のケアを行う
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ことが重要であり，表情と姿勢の情報を同時に確認したい

という意見が得られた．「身体への負担とそのケアが必要」

に関する代表的な発言を以下に示す．

『痛みが出ないような動きになっているか，ヒ

アリングをして痛みが実際にないのか，っていう

のは毎回確認させてもらっています．あとは年配

の方とかになってくるとトレーニングで頑張っ

てやりすぎて，倒れられたりすると困るので，呼

吸が止まってないか？，頭が真っ赤になっていな

いか？そういうところのケアの所が多いですね．

(T)』『動きと表情を全部見たいんですよね．(T)』

「身体への負担とそのケアが必要」では，トレーニング

中においてトレーニーを怪我させないことが重要である

ことが示され．そのためトレーナーは指導時に表情と姿勢

の 2つの重要ポイントを同時に確認しながら指導を行なっ

ている．しかし今回の遠隔指導では「聴 <視 <触」で述

べられたように，自由な視点から表情・姿勢を確認できな

いことで指導における弊害や，誤った指導を生み出す原因

となった．これらからトレーニング指導を行う場合におい

て，様々な角度からトレーニーを確認することは重要だと

考える．

自己中心性

“自己中心性”はトレーニング実施に付随する弊害につ

いての不満が多かった．これらフィットネスアプリやト

レーニングジムで受ける制限に関する意見についてまとめ

られた主題である．

「いつでもどこでも」というハイオーダーコードでは，

フィットネスアプリやトレーニングジムによって起こる時

間や場所の制約について，否定的な意見が得られた．「い

つでもどこでも」に関する代表的な発言を以下に示す．

『(Youtubeを使った）筋トレ時間を見て，何日

にどこどこに行かないといけないみたいなのがな

いのはすごいいいと思う．(P1)』『（わざわざ対面

(指導)に受けに行こうとはならないかもしれない

ですね．(P2)』

「自分のペースが乱されるのが嫌」というハイオーダー

コードでは，自分のペースを乱されることにより，モチベー

ションが下がってしまうことがわかった．「自分のペース

が乱されるのが嫌」に関する代表的な発言を以下に示す．

『(Youtubeなどの筋トレ映像は一方的な映像な

ため，タイミングがずれて）いちいちトレーニ

ングが中断されるのがめんどくさかった．(P2)』

『(フィットネスアプリは)ヘトヘトなるまで運動

し，その度に携帯を毎回つけてするのが手間がか

かる．(P4)』

「いつでもどこでも」「自分のペースが乱されるのが嫌」

では，トレーニーに場所・時間・タイミングなどの制限を

設けることによって，煩わしさやモチベーションの低下に

繋がり，トレーニング継続に障害が出る可能性があること

が挙げられた，これらのまとめから，自宅で手軽に行える

トレーニングにはニーズが存在し，遠隔トレーニングに関

してもニーズが存在すると考える．

他者との繋がり

“他者との繋がり”はトレーニング指導時に必要なコ

ミュニケーションや情報，またトレーナーとトレーニーの

関係性についてまとめられた主題である，トレーナーとの

コミュニケーションには，トレーニング評価”，トレーニ

ングパートナー”の２つの役割が存在し，これらはトレー

ニングにおいては必要な要素であることが挙げられた，

「評価されないと不安」というハイオーダーコードでは，

トレーナーの評価が存在することによって，トレーニーの

モチベーションに繋がることが示された．「評価されない

と不安」に関する代表的な発言を以下に示す．

『(フィットネスアプリの指導)理解はできでいる

けど，正しいかどうかはわからないよね?思った

通り体が動かないから．(P1)』『こんなちゃんと

指導受けたことなかったし，個人でやるより圧倒

的に効果を感じているから，続けようかなってい

う気はある．(P1)』

「二者の信頼関係」というハイオーダーコードでは，ト

レーナーとトレーニーの信頼関係はトレーニングに重要な

影響を与えることが意見として得られた．「二者の信頼関

係」に関する代表的な発言を以下に示す．

『(信頼関係がないと)ちゃんと理論的に正確なこ

とを言っていても効いてくれないです，やってく

れないです．(T)』『(トレーナーの）反応を見れ

るってのはデカイと思っていて，間違えているの

かあっているのかも顔を見たら分かるやん，口で

も言ってくれるし，その反応が返ってくるっての

は自分でやってて，感覚的にすごい大事かなって

思った．(P1)』『やっぱり会話かな？，何だろ会

話ってのは言葉だけじゃなくて，表情とか動きと

か，言葉で説明できないところを，ここってこう

なんですかとかって言う双方向会話がちゃんとで

きたって言うのは大きいですし，実際にトレーニ

ングしている間って，遠隔だと向こうは回数を数

えてくれたりとか，今いい感じとかいってもらえ

ることがあるんですけど，私は今回，その直接指

導の時に，これはくるーとかやりながらでも声が

出ていたので，そう言うのも多分聞きながら，じゃ

あ，あと何回にしようか，などそう言うコミュニ

ケーションが指導中も続いてたって言うのはある

と思います，それはすごく印象に残ったな感じで

す．(P3)』
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「評価されないと不安」で述べられたように，トレーニ

ングの評価はトレーナーが実際に姿勢や動きなどを評価す

ることでトレーニーは正しい方法を認識する．また指導を

元にトレーニングを行うことで，トレーニーは効果を実感

できることが分かった．またコミュニケーションについて

「二者の信頼関係」で述べられたように，対面での指導で

は発言以外にもトレーニーの表情や反応を確認してトレー

ニングを行なっており，トレーニーにとってはそういった

声以外のコミュニケーションを重要としている発言が得ら

れた．

4.1 考察

本章ではトレーナー，トレーニーの両者にインタビュー

結果から主題を導き出した．

“違いを見て，違いを作る”という主題から，トレーニ

ングにおいてスキルや身体の変化 (上達)はトレーニーのモ

チベーションに関係することが分かった．またトレーナー

はそれらの変化を認識し指導内容も変化させることで，ト

レーニング効果の向上が期待できる．そのためトレーニン

グにはあらゆる変化を生み出すことが重要であることが示

された．

“トレーニーのために”という主題から，遠隔指導では

自由な視点からトレーニーを確認できない事によって，指

導における弊害や誤った指導を生み出す原因となった．特

にトレーニーの表情は，事前の体調，トレーニングによる

疲労度・危険状態，その他コミュニケーションの為に必要

な要素であり，表情を確認できないのは様々な弊害を生み

出すことが考えられる．そのため指導には最低限，表情と

姿勢の 2つの情報が必要であることが考えられる．

他の主題では，トレーニングには“他者との繋がり”が重

要であることが意見として得られた．トレーナーはトレー

ニングの評価，トレーニングパートナーとしての 2つの役

割が必要である．それらの 2つの要素から，モチベーショ

ンが向上することが示された．特にトレーニーは，トレー

ナーとのコミュニケーションについての意見が多く，表情

や反応から生まれるコミュニケーションを重要だと考える

意見が得られた．またトレーナーの信頼関係がないと，正

確な指導をしても，効いてくれないという意見から，指導

は信頼関係の上で成り立つものであり，信頼関係が無けれ

ばトレーニングの継続性や効果性に問題が生じる．

これら 3つの主題の共通点として，トレーニーの表情の

重要性が考えられる．表情にはその時々の感情が反映され

る箇所であり，表情によって心情や疲労度などの様々な情

報を取得できる．それら表情を有効活用することにより

「トレーニングの安全性」，「信頼関係」に繋がる指導が可能

になると考える．そのため本研究では，表情をトレーナー

に与えることにより，姿勢と表情を同時に確認できる状況

を想定する．またその時々の表情を有効活用することで，

新たな支援方法が可能であると考え，表情に着目して遠隔

指導支援システムの設計を行う．

5. プロトタイプシステムの設計

4章で行った主題分析により，トレーニング指導にはト

レーニーの表情が重要であることが考えられる．そこで 2

台のカメラを用いて，トレーニーの表情と姿勢を同時に確

認できる状況下に対して，表情データを用いた支援方法を

考察する．

5.1 トレーナーの指導評価

4章のインタビュー結果より，

『(遠隔指導で困った点は)ジェスチャーができな

いとか，言葉で伝えれないとか』

などの音声だけの指導によりトレーナーが困惑する場面が

存在した．またそれらの指導がトレーニーに伝わったかど

うかわからないという意見が得られた．トレーニーは指示

語やトレーニングの感覚を伝えるような指導に対して，詳

細な情報を理解できなかったという意見が得られた．この

ことから遠隔指導においては対面指導以上にトレーナーの

指導スキルが重要とされる．そのためトレーナーの指導を

評価することは，指導スキルの向上や効果的なトレーニン

グに関連すると考えられる．

表情はその時々の感情を伝達するとされている．そこで

トレーニーの表情を元に，トレーナーの指導を評価できる

のではないかと考えた．分かりやすい指導であればトレー

ニーは頷きや納得した表情が表出され，分かりにくい指導

であれば不安な表情が表出されると考えられる．

トレーニング指導中の各表情を記録することにより，指

導に対してのトレーニーの感情を取得し，それらの感情か

ら指導の理解度別に分類することでトレーナーのフィード

バックにとなる．またトレーナーはこれら分類された指導

履歴を指導後に確認することで，指導スキルの向上や効果

的なトレーニングの実現に繋がると考える (図 3)．

5.2 トレーニーの状態認識

トレーナーのインタビューから，

『何か運動やっている中で体を痛めるや怪我され

るのが一番怖い，痛みが出ていないか，ていうの

は毎回確認させてもらっています』

などのトレーニング指導においてトレーニーに怪我をさせ

ないことを気をつけている意見が得られた．

怪我を起こさない為に普段のトレーニング指導では，ト

レーニーの姿勢，表情を見て，痛みが出ることがないか確

認しながら行っている．遠隔トレーニングでは，自由な視

点からトレーニーを確認できないことによって，誤った姿

勢を確認することが難しいため，普段のトレーニング以上

に怪我をさせないことに気をつけなければならない．
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図 3 トレーナーの指導評価イメージ図

図 4 トレーニーの状態認識イメージ図

またトレーニング指導には姿勢確認以外にもタスクが存

在するため負担が大きく，細かな表情や姿勢の変化を見逃

す可能性が存在する．そのためトレーニング中の表情の変

化を認識することは，怪我の防止やトレーナーの負担軽減

に繋がると考える．

そこでトレーニング中のトレーニーの表情を継続的に記

録し，表情の変化認識時にフィードバックすることによっ

て怪我や痛み発症の予防になる．またそれらの表情の変化

点を記録することにより，トレーニーの成長可視化にも繋

がると考える (図 4)．

6. まとめ

本研究では，遠隔トレーニング指導における課題とその

支援方法について，ワークショップと主題分析を実施し，

検討を行った．ワークショップでは 1人のスポーツトレー

ナーと 4人の大学生・大学院生に対して対面指導と遠隔指

導を実施し，実験に関する意見をインタビューによって調

査を行った．主題分析では“違いを見て，違いを作る”，“ト

レーニーの為に”，“自己中心性”，“他者との繋がり”の 4つ

の主題が導き出された．得られた主題から，トレーニーの

表情は「トレーニングの安全性」，「信頼関係」の観点から

重要な要素であり，遠隔トレーニング環境において支援す

る必要があることが示された．そのため本研究ではトレー

ニーの表情に着目し，それらの要素を表情によってどのよ

うに支援ができるのかを考察を行った，今後はトレーニン

グ中において，トレーナーがどのようにトレーニーの表情

を用いているか，視線情報から調査し，それら結果から，

遠隔トレーニング指導を支援するシステムを開発を行う．
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